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トルコにおける「アレヴィー」に関する宗教学的研究 
―トルコ・アレヴィー、ジェム儀礼、願かけ（アダック）― 
 本論文は 1990 年代以降のトルコにあってメディア等で盛んにとりあげられるようになった「ア
レヴィー」なる人々について、提出者による現地における長年の調査に基づき、これまで明らかに
されてこなかったその実態を解明した労作である。 
 第一章ではまず「アレヴィー」という言葉がトルコで重要な意味を持つようになってきた歴史的
経緯を明らかにする。「アリーの崇拝者」を意味する「アレヴィー」という言葉は 1990年以前には
多様なエスニックグループの多様な宗教実践を示す言葉として用いられてきたが、スンナ派への対
抗軸として政治化されることで多様な文化・集団がその名前のもとに包摂され、そこに帰属意識を
もつ集団や人々も現れるようになったことが示される。第二章では 2000年代以降の「アレヴィー」 
の展開が二つの事例を通して扱われる。まず第一節では国民教育省制定の教科書『宗教文化と道徳
の知識』(2011-2012年版)をとりあげ、アレヴィーの多様な実践をイスラームの六信五行に即して整
理して提示するなどトルコ政府やスンナ派に接近していこうとするジェム・ワクフを中心としたグ
ループの見解がそこに反映されていることを指摘する。第二節では 2000 年代の法改正にともなっ
て行われるようになったジェム儀礼における現地調査のデータをもとにして、スンナ派イスラーム
とはかけ離れたその実態を明らかにする。また、これらを論じる過程で、現代アレヴィーについて
イスラーム化を図る方向、独立した宗教と主張する方向、独自の伝統をもつ「伝統的アレヴィー」
の３潮流があることが指摘される。 
 第三章以下では、政治化され組織化された「アレヴィー」から目を転じ、農村部の「伝統的アレ
ヴィー」をとりあげ、その信仰実践の特徴を明らかにしていく。第三章ではアレヴィーにとって重
要な聖地であるハジュベクタシ町に見られる願かけ（アダック）の実践について、10年以上にわた
る定点観測をもとにその変遷を論じている。また第四章では宗教庁による通達を分析して、それら
の呪術的な実践が宗務庁に代表されるスンナ派勢力との葛藤の中にあることが示される。続けて第
五章、第六章でも犠牲獣の喜捨や病に対する伝統的医療の事例をとりあげつつ、「伝統的アレヴィー」
がもつスンナ派に還元できない独自の信仰世界が明らかにされる。 
 以上のように、本論文はこれまで部分的にしか明らかにされてこなかったトルコの「アレヴィー」
について歴史的背景を含めた全体像を描き出すことに成功しているのみならず、そこに三つの潮流
を指摘し整理を試みている点は高く評価することができる。本論文がトルコ宗教の研究に一石を投
じ、斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提
出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
